
寿地区  令和５年度 
地域自治支援交付金： 

８００，０００円 

取組み１  寿地区地域づくり協議会事業 

寿地区地域づくり協議会 主催 

地域自治支援交付金の活用 

有 

 

（１）目的 

住民がお互いに助け合い、安心していきいきと暮らすことのできる地

域を目指して、寿地区地域づくり協議会を組織し活動しています。 

住民自ら地域課題を解決するため、テーマごとに専門部会を組織して

話し合いを重ねる場を設けています。 

 

（２）取組み 

ア 会議の開催 

（ア）総会  ４月 26 日  

    事業報告、事業計画、予算、決算等の審議 

（イ）推進会議（４回） 

   ・協議会全体に係る地域づくり課題の検討 

・協議会の意思決定に関する協議 

・協議会の運営に関する調整 

（ウ）専門部会（４回） 

    総務部会、福祉部会、子ども部会の３つの部会ごとに課題解決に向

けて検討 

（エ）部会長会（７回） 

    専門部会の運営等に係る協議、調整 

（オ）小委員会（８回） 

    各会議及び事業等の運営に係る企画、調整 

     

イ プロジェクトチームの活動 

（ア）専門部会の委員が部会横断的に課題解決に向けて調査研究 

「生活支援体制整備」、「交通弱者対策」の２チームによる課題検討 

  （イ）先進地視察 

      下諏訪町御田町商店街おかみさん会（12 月 15 日） 

 

 

 

 

 

 

 



 

（イ）平田・村井線（新規路線バス） 

の周知活動 

      令和５年４月１日より新規路線 

として運行した平田・村井線の周 

知活動として、５月 22 日に福祉ひ 

ろばにて乗り方講座を実施 

 

 

 

  （ウ）のるーと松本の実証運行への協力及び周知活動 

    ・乗降ポイントの選定及び承諾書の受領 

    ・パンフレットの作成及び全戸配布 

    ・町会ごとの乗車体験会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の展開 

令和６年６月末まで実証運行が延長された「のるーと松本」につい

て、住民の方、特に交通弱者の方が利用しやすくなるように、住民の

方へのアンケートを実施して、利便性が向上するように担当課へ要望

していく。 

 

 

 

取組み２  ことぶきサポート 
ことぶきサポート推進協議会、寿地区地域づくり協議会、

寿地区社会福祉協議会 主催 

地域自治支援交付金の活用 

有 

 

（１）目的 

全ての住民が、安心して安全に、いきいき暮らせる、寿らしい住み

よい地域の構築 

 

「のるーと松本」出発式（10月 2日） パンフレット



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）取組み 

地域の皆さんの中で支援できる方に協力会員として登録いただき、支

援を必要とする方（利用会員）にちょっとした困りごとの支援を有償で

行う事業。支援内容は、ごみ出し・草取り・雪かき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力会員 ４６名（うち中高生８名） 

利用会員 ４５名 

ゴミ出し ７５３回 

草取り ２３件 

雪かき ２２件 

優しさあふれる隊

中学生夏休み体験学習（草取り） 筑摩野中学校の生徒１６名が参加

協力会員さんの交流会（7月 1日）

協力会員、利用会員の数（令和６年３月 31 日現在）

活動実績（令和５年４月１日～令和６年３月 31日） 

ことぶきサポートキャラクター

周知活動用のマグネットステッカー



  ア 地元サポーター養成講座（寿寄席）   

９月 29 日（昼の部、参加者 37 名、参加者 37 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 老い支度講座   

10 月 25 日（参加者 31 名） 10 月 26 日（参加者 34 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 寿文化祭への出店 

    11 月３日 フランクフルト・お好み焼きの販売と周知活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の展開 

支援を必要とする方が気軽に申し込める地域の雰囲気づくり及び周知 

モデル地区事業終了後の事業継続に向けての検討 

 

 

講師の和泉家志ん治師匠

講師の中澤純一さん

フランクフルトの販売 中学生が２名協力してくれました



取組み３  寿・地域づくりを語る会 
寿地区地域づくり協議会 主催 

地域自治支援交付金の活用 

有 

 

（１）目的 

寿地区の地域づくりの取組みを地区住民に報告するため、令和６年

３月６日開催 

 

（２）取組み 

ア 専門部会及びプロジェクトチームの活動や地域の活動事例を報告 

イ 第２部として、松本市社会福祉協議会西部地区センターの中村課長

より、「災害時に活きる地域力」についての講演会を実施 

ウ 協議会の活動内容等をまとめた冊子「寿・地域づくりを語る会」

の発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の展開  

   一年間の活動内容や、今後の活動方針や内容について共有できるた

め、継続していく。 

 

 

取組み４  広報活動事業 
寿地区地域づくり協議会 主催 

地域自治支援交付金の活用 

有 

 

（１）目的 

地域づくり協議会の活動を地区住民に広く知ってもらうため、「地

域づくりだより」を作成 

 

（２）取組み 

ア 年３回発行（全戸配布） 

イ 編集委員会３回開催 

冊子 講師の中村課長と寿地区担当の百瀬さん（市社協）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の展開 

地区住民に協議会の活動をより身近に感じてもらうよう、継続して

いく。 
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